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論文内容の要旨

本研究の目的は高温プラズ、マの加熱法の一つである乱流加熱において、電子がどのようなエネルギ

一分布になるかをしらべその成因の一端を考慮し、あわせてプラズ、マ中の電子の並進運動が波動を介

して熱化するいわゆる乱流による緩和現象の様相を知ることにある。

第 1 章においてはプラズ、マ中の乱流の基礎事項、乱流加熱とプラズ、マ中の乱流に関する研究の歴史

および現状を総括し、さらに現在考えられている乱流加熱の機構を略述してこの研究の目的と意義を

述べている。

第 2 章にはプラズ、マ中に大電流を流すいわゆる乱流加熱の実験を記述している。測定法は結晶シン

チレーターによる X線のエネルギ一分布測定、吸収法による測定、および反磁性圧の測定などが行な

われている。その結果つぎのよっな結論が下されている。乱流加熱においては加熱きれた電子は少く

とも二つ以上の成分からなり 一つは放電電圧以上の実効温度をもつが これはきわめて少数で反磁

性圧の値には寄与しない。他の一つは放電電圧程度の実効温度をもち、この成分が反磁性圧を担って

いる。この成分も入射フ。ラズ、?のがj 2 %程度である。

第 3 章では電子ビームをカ、ス中に入射したときに生ずるビームプラズマ放電について記述している。

半導体力ウンターによって測定した電子の実効温度は電子ビームの加速電圧にほぼ等しい。また放出

X線の強度の変化は反磁性圧のそれにほぼ一致しており、この場合も加速電圧に等しい温度をもっ電

子群が反磁性圧を与えている。そしてこの電子群は入射ビームがフ。ラズマと相互作用した結果生じる

不安定性によって見かけ上熱化したものである事を色々の測定結果より推論している。

第 4 章ではこの研究に使われだ各種測定方法が検討されている。厚いターゲットに電子群が当った

ときに出る X線の吸収曲線、半導体力ウンターのエネルギ一分解能、また測定において低エネルギ­

X線が窓等によって吸収きれることに対する補正などが論じられている。
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第 5 章では以上の実験で得られた結果の総括と結論が述べられている。

論文の審査結果の要旨

本論文はプラズマの乱流加熱において電子の加熱についての研究結果をまとめたものである。

その結果乱流加熱においては加熱された電子は少くとも二成分からなりその一つの温度は放電電圧

よりも高い値をもち、他の一つは放電電圧にほぼ等しい温度をもつことを明かにした。

さらに電子ビームによるビームプラズ、マ放電に関する実験においてもビーム加速電圧にほぼ等しい

温度の電子群が出来ることを示し、これはプラズ、マとの相互作用による不安定性により入射ビームが

見かけ上熱化したものであると推論している。そして乱流加熱においても放電電圧に等しい温度をも

っ電子成分はこれと同様な機構によって作られたものと考察している。

これらの研究結果.は乱流加熱による超高温プラズ、マ発生の研究に貢献するところが大きく、本論文

は博士論文として価値あるものと認める。
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